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Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,043 0 43,236 125,500 合計 43,235,640 円
委託料 12,015,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 19,800 21,400 工事請負費 31,220,640 円

一般財源 4,043 0 23,436 104,100

職員人件費　② 1,061 0 3,872 7,486

総事業費（①＋②） 5,104 0 47,108 132,986

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 社会資本整備総合交付金（国
）

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

７

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 都市環

（

境

基本施策 道路・交通

平

施策体系
施策の内容 道

成

路の整備

目
　
　
　
的

　

２

今後老朽化する道路橋

６

の増大に備え、橋　

主

年

た
る
内
容

○橋りょうの

度

現状を把握するための

評

点検調査
りょうの修繕

価

による長寿命化と架替

）

にかかる 　委託の実施

刈

費用の削減を図り、安

谷

全性及び信頼性を確保

市

○橋りょう長寿命化修

事

繕計画策定委託の実施

務

する。 ○橋りょう長寿

事

命化修繕計画に基づき

業

補修工
　事の実施
○全

評

313橋

位
置
づ
け

関連

価

計画 国土交通省インフ

シ

ラ長寿命化計画

根拠法

ー

令 道路法

対象者 市民 事

ト

業期間 平成２２年度 ～

（

平成３６年度

実施方法

様

□直営　■委託　□指

式

定管理　□補助・助成

１

　□その他

）

会計名 担当部 建

Ｂ
　
事

設

　
業
　
実
　
績

２４年度

部

実績 ２５年度実績 ２６

一

年度実績 ２７年度計画

般

点検  166橋 計画

会

策定  174橋　 補

計

修工事  2橋 点検　

橋

　　48橋
　 補修設計

り

　8橋 補修設計　36

ょ

橋
補修工事　19橋

　

う

橋りょうの補修工事を

長

計画どおりに行うこと

寿

ができ、橋りょうの長

命

寿命化を図るとともに

化

第三者被害の防止と利

整

用者の

成果
安全確保を

備

図ることができた。

　

事

引き続き点検や橋りょ

業

う長寿命化修繕計画に

担

基づき補修を行なって

当

いくため、長期的な財

課

源確保が必要である。

土

課題

指標名称（単位）

木

実績値 目標値

２４年度

管

２５年度 ２６年度 ２７

理

年度 ２９年度

活動 点検

課

結果で健全及び予防保

款

全段階にある橋りょう

項

数 3 0.0 6.0 11

目

.0 23
指標 の割合（

担

％）
 

指標
　国土交通

当

省から長寿命化計画が

係

示され、補助制度も確

道

立し全国的に進められ

路

ており近隣市において

維

も同様
他市との である

持

。
比較検証

係



2 4

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

平成26年

平

7月より点検が法的義

成

務となり、市民生活の

２

安全確
・法的業務

高い

７

保の上で非常に重要で

年

ある。
必要性 ・市民ニ

度

ーズ、社会需要
・市民

（

生活上必要である　な

平

ど

予防保全的な補修工

成

事を行なうことで架替

２

などによるコス
・コス

６

トの節減、費用対効果

年

高い
トを抑えるととも

度

に、修繕計画を立て事

評

業費の平準化を図
効率

価

性 ・執行体制の効率性

）

る。
・手段の最適性　

刈

など

市民の安全・安心

谷

を確保するため市が管

市

理する橋りょうに
・市

事

が主体となって実施す

務

る
普通

おいて実施する

事

。
妥当性 　べき事業で

業

あるか
・総合計画との

評

整合性　など

道路利用

価

者が安全に安心して利

シ

用できるようになった

ー

。

施策への ・施策への

ト

貢献度
普通・目標達成

（

度
貢献度 ・市民サービ

様

スへの効果　など

今後

式

の方向性 □拡充　■現

２

状維持　□改善・効率

）

化　□縮小　□終期設

会

定　□休止・廃止

今後

計

も引き続き計画どおり

名

に事業の進捗を図る。

担当部 建

Ｃ
 
　
Ｈ
 

設

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

部

∧
　
評
　
価
　
∨

一般会計
橋りょう長寿命化整備事業

担当課 土木管理課

款 項 目 担当係 道路維持係

8



3,489,200 円
工事請負費 13,489,200 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 23,897 13,489 10,920

職員人件費　② 0 1,403 2,112 2,246

総事業費（①＋②） 0 25,300 15,601 13,166

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

７

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

都市環境

基本施策 道路

（

・交通
施策体系

施策の

平

内容 駐車場・駐輪場の

成

整備

目
　
　
　
的

　公共

２

駐車場における犯罪を

６

抑止し、利用者

主
た
る

年

内
容

○公共駐車場への

度

防犯カメラ設置
と駐車

評

車両の安全を確保する

価

とともに、良好 　
な駐

）

車場環境を作る。

位
置

刈

づ
け

関連計画

根拠法令

谷

駐車場法

対象者 駐車場

市

利用者 事業期間 ～

実施

事

方法 □直営　■委託　

務

□指定管理　□補助・

事

助成　□その他

業評価シート （様

Ｂ

式

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

１

年度実績 ２５年度実績

）

２６年度実績 ２７年度

会

計画

　 ・御幸、寺横駐

計

車場管理人室 ・防犯カ

名

メラ設置工事　 ・防犯

担

カメラ設置工事　
　  

当

 等解体工事　一式 　

部

　一ツ木第1駐車場　

建

 6台 　　築地駐車場

設

　 4台
　 ・防犯カメ

部

ラ設置工事　 　　板倉

一

駐車場　   　18

般

台 　　神田駐車場　 

会

1台
　 　　御幸駐車場

計

　 4台
　　　―――

駐

―――― 　　寺横駐車

車

場　 5台
　　泉田駐

場

車場　 4台
　　松栄

整

駐車場　14台

防犯カ

備

メラの設置により、犯

事

罪の抑止と利用者の体

業

感治安の向上を図った

担

。

成果

課題

指標名称（

当

単位）
実績値 目標値

２

課

４年度 ２５年度 ２６年

土

度 ２７年度 ２９年度

活

木

動 防犯カメラ設置駐車

管

場数（累計箇所） 2 6

理

8 9 9
指標

指標

他市と

課

の
比較検証

款 項 目 担当係 総務

Ｃ
　
事
　

係

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

8

千円
２４年度 ２５年度

4

２６年度 ２７年度 ２６

7

年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 23,897 13,489 10,920 合計 1



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

犯罪抑止効果があり、施設

平

周辺に対しても一定の

成

防犯対策
・法的業務

高

２

い
になる。

必要性 ・市

７

民ニーズ、社会需要
・

年

市民生活上必要である

度

　など

犯罪防止効果も

（

高いが、実際に犯罪が

平

発生した場合でも犯
・

成

コストの節減、費用対

２

効果
普通

人の特定にも

６

効率性が見込める。
効

年

率性 ・執行体制の効率

度

性
・手段の最適性　な

評

ど

公共施設のため、市

価

が主体となって管理運

）

用していくこと
・市が

刈

主体となって実施する

谷

普通
が適切である。

妥

市

当性 　べき事業である

事

か
・総合計画との整合

務

性　など

施設を安心安

事

全に利用していただき

業

、サービス向上に寄与

評

施策への ・施策への貢

価

献度
高い

する。
・目標

シ

達成度
貢献度 ・市民サ

ー

ービスへの効果　など

ト

今後の方向性 □拡充　

（

■現状維持　□改善・

様

効率化　□縮小　□終

式

期設定　□休止・廃止

２

今後も管理者と設置箇

）

所においての必要性な

会

どを十分に検討をおこ

計

なったうえで設置をし

名

ていき、良好な駐車場

担

環境
の整備に努める。

当部 建設

Ｃ
 
　
Ｈ
 

部

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

一

∧
　
評
　
価
　
∨

般会計
駐車場整備事業

担当課 土木管理課

款 項 目 担当係 総務係

8 4 7



336 5,614

総事業費（①＋②） 12,038 12,672 11,586 17,214

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 都市環境

基本

（

施策 道路・交通
施策体

平

系
施策の内容 道路の整

成

備

目
　
　
　
的

　境界確

２

定事務の内、現地境界

６

確認作業等を

主
た
る
内

年

容

○不動産登記に必要

度

な測量、登記に係る事

評

務
委託し事務の効率化

価

を図る。 及び境界確定

）

の実施

位
置
づ
け

関連計

刈

画  

根拠法令 不動産登

谷

記法

対象者 市民 事業期

市

間 ～

実施方法 ■直営　

事

■委託　□指定管理　

務

□補助・助成　□その

事

他

業評価シート （様

Ｂ
　
事
　
業
　
実

式

　
績

２４年度実績 ２５

１

年度実績 ２６年度実績

）

２７年度計画

依頼件数

会

　134件 依頼件数　

計

147件 依頼件数　1

名

06件 依頼予定件数　

担

150件

　未登記道路

当

の解消等を進め、適正

部

に財産管理を行った。

建

成果
　境界確定業務の

設

委託により、事務の効

部

率化を図った。

　いま

一

だ未登記道路は多く存

般

在し、適正な財産管理

会

のためには、その処理

計

が不可欠である。今後

登

も事業の継続が必要で

記

あ

る。
課題

指標名称（

事

単位）
実績値 目標値

２

務

４年度 ２５年度 ２６年

等

度 ２７年度 ２９年度

 

委

指標
 

指標
 

他市との

託

比較検証

事業
担当課 土木管

Ｃ
　
事
　
業

理

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

課

円
２４年度 ２５年度 ２

款

６年度 ２７年度 ２６年

項

度

（決算） （決算） （

目

決算） （予算） 事業費

担

内訳

事業費　① 7,7

当

94 8,464 5,2

係

50 11,600 合計

施

5,250,300 

設

円
委託料 5,250,

管

300 円

財
　
源

特定

理

財源 0 0 0 0

一般財源

係

7,794 8,464

8

5,250 11,60

1

0

職員人件費　② 4,

1

244 4,208 6,



 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 903 1,501 1,559

職員人件費　② 707 701 704 1,123

総事業費（①＋②） 707 1,604 2,205 2,682

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 都市環境

基本

（

施策 道路・交通
施策体

平

系
施策の内容 道路の整

成

備

目
　
　
　
的

　公共測

２

量、その他測量業務に

６

資する公共基

主
た
る
内

年

容

○公共基準点設置業

度

務委託の実施
準点を適

評

正に管理し、公共施設

価

の適正な維持 ○公共基

）

準点点検業務委託の実

刈

施
管理及び公共事業や

谷

都市開発事業の省力化

市

を
図る。

位
置
づ
け

関連

事

計画  

根拠法令 測量法

務

対象者 市民 事業期間 平

事

成２０年度 ～

実施方法

業

□直営　■委託　□指

評

定管理　□補助・助成

価

　□その他

シート （様式１）

Ｂ
　
事

会

　
業
　
実
　
績

２４年度

計

実績 ２５年度実績 ２６

名

年度実績 ２７年度計画

担

公共基準点復旧　1点

当

公共基準点復旧　2点

部

公共基準点復旧　5点

建

公共基準点復旧　4点

設

　公共基準点使用報告

部

書により報告された異

一

状を来たした基準点、

般

亡失した基準点を適切

会

に復旧した。

成果

　公

計

共基準点は、財産管理

公

の基本となる用地境界

共

確定に資するもので、

基

今後も適正な管理を要

準

する。また、基準点制

点

度を

維持するために数

管

年に一度、基準点の精

理

度確認測量を行ってい

事

く必要がある。
課題

指

業

標名称（単位）
実績値

担

目標値

２４年度 ２５年

当

度 ２６年度 ２７年度 ２

課

９年度

 
指標

 
指標

 

土

他市との
比較検証

木管理課

款 項 目 担

Ｃ

当

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

係

単位：千円
２４年度 ２

施

５年度 ２６年度 ２７年

設

度 ２６年度

（決算） （

管

決算） （決算） （予算

理

） 事業費内訳

事業費　

係

① 0 903 1,501

8

1,559 合計 1,5

1

01,200 円
委託

1

料 1,501,200



8

ス
　
ト

単位：千円
２４

1

年度 ２５年度 ２６年度

1

２７年度 ２６年度

（決

道

算） （決算） （決算）

路

（予算） 事業費内訳

事

維

業費　① 86,760

持

68,017 15,8

係

98 18,866 合計 15,897,768 円
委託料 14,734,440 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料 578,616 円
負担金、補助及び

一般財源 86,760 68,017 15,898 18,866 交付金 584,712 円

職員人件費　② 2,122 2,104 2,816 2,994

総事業費（①＋②） 88,882 70,121 18,714 21,860

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ

７

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 計画推進

基本施策

平

情報共有
施策体系

施策

成

の内容 電子市役所の推

２

進

目
　
　
　
的

　道路の

６

管理に必要な各種シス

年

テムの運用管

主
た
る
内

度

容

○積算システム、Ｃ

評

ＡＤシステム、占用管

価

理
理を行うことにより

）

、事務の効率化及び市

刈

民 システム及び道路Ｇ

谷

ＩＳ運用管理の実施
サ

市

ービス・市民への情報

事

サービスの向上を図 ○

務

占用管理システム及び

事

道路ＧＩＳの改修・
る

業

。 更新の実施

位
置
づ
け

評

関連計画

根拠法令

対象

価

者 市民、市職員 事業期

シ

間 ～

実施方法 □直営　

ー

■委託　□指定管理　

ト

□補助・助成　□その

（

他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実

当

　
績

２４年度実績 ２５

部

年度実績 ２６年度実績

建

２７年度計画

システム

設

保守委託　一式 システ

部

ム保守委託　一式 シス

一

テム保守委託　一式 シ

般

ステム保守委託　一式

会

システム借上　一式 シ

計

ステム借上　一式 シス

建

テム借上　一式 システ

設

ム借上　一式
道路ＧＩ

関

Ｓデータ更新業務委 占

係

用管理システム更新委

シ

託 工事積算システム更

ス

新委託
託　一式 道路Ｇ

テ

ＩＳデータ更新業務委

ム

道路ＧＩＳデータ更新

管

業務委
託　一式 託　一

理

式

建設関係システムを

事

最新のシステムに更新

業

し、事務の効率化を図

担

ることができた。

成果

当

また、道路ＧＩＳデー

課

タを更新し、最新の地

土

図データを市民及び職

木

員へ提供することがで

管

きた。

課題

指標名称（

理

単位）
実績値 目標値

２

課

４年度 ２５年度 ２６年

款

度 ２７年度 ２９年度

指

項

標

指標

他市との
比較検

目

証

担当係 施設管理係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　



237

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

７

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 都市環境

基本施策

（

道路・交通
施策体系

施

平

策の内容 道路の整備

目

成

　
　
　
的

　道路維持管

２

理業務のために設置さ

６

れた土木

主
た
る
内
容

○

年

土木管理事務所の管理

度

管理事務所を管理し、

評

円滑な道路維持管理業

価

務を行う。

位
置
づ
け

関

）

連計画  

根拠法令  

対

刈

象者 市職員 事業期間 ～

谷

実施方法 ■直営　□委

市

託　□指定管理　□補

事

助・助成　□その他

務事業評価シート （

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

様

２４年度実績 ２５年度

式

実績 ２６年度実績 ２７

１

年度計画

・光熱水費等

）

の支払い ・光熱水費等

会

の支払い ・光熱水費等

計

の支払い ・光熱水費等

名

の支払い
・施設の修繕

担

・施設の修繕 ・施設の

当

修繕 ・施設の修繕

　土

部

木管理事務所の維持に

建

必要な事務管理を行っ

設

た。

成果

　道路維持管

部

理業務の委託を含め、

一

土木管理事務所の業務

般

内容について検討する

会

必要がある。

課題

指標

計

名称（単位）
実績値 目

管

標値

２４年度 ２５年度

理

２６年度 ２７年度 ２９

事

年度

 
指標

 
指標

 
他

務

市との
比較検証

所管理事業
担当課

Ｃ
　

土

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

木

位：千円
２４年度 ２５

管

年度 ２６年度 ２７年度

理

２６年度

（決算） （決

課

算） （決算） （予算）

款

事業費内訳

事業費　①

項

187 266 323 4

目

88 合計 323,41

担

2 円
需用費 268,

当

681 円

財
　
源

特定

係

財源 0 0 0 0 役務費 4

総

0,908 円
使用料

務

及び賃借料 13,82

係

3 円

一般財源 187

8

266 323 488

職

2

員人件費　② 707 7

1

01 704 749

総事業費（①＋②） 894 967 1,027 1,



持

円
報償費 1,175,

係

575 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 1 需用費 3,931,064 円
役務費 754,902 円

一般財源 374,012 101,795 117,287 132,265 委託料 106,240,606 円
原材料費 5,184,983 円

職員人件費　② 19,807 19,638 11,263 10,480

総事業費（①＋②） 393,819 121,433 128,550 142,746

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

７

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 都市環境

（

基本施策 道路・交通
施

平

策体系
施策の内容 道路

成

の整備

目
　
　
　
的

　道

２

路の草刈や路面清掃を

６

行うとともに、地

主
た

年

る
内
容

○道路の草刈委

度

託の実施
区清掃を支援

評

し、市民と市が協働し

価

て快適な ○道路路面清

）

掃委託の実施
道路環境

刈

づくりを推進する。 ○

谷

地区清掃の支援の実施

市

位
置
づ
け

関連計画  

根

事

拠法令  

対象者 市民 事

務

業期間 ～

実施方法 □直

事

営　■委託　□指定管

業

理　□補助・助成　□

評

その他

価シート （様式１

Ｂ
　
事
　
業

）

　
実
　
績

２４年度実績

会

２５年度実績 ２６年度

計

実績 ２７年度計画

路面

名

清掃工　648km 路

担

面清掃工　647km

当

路面清掃工　651k

部

m 路面清掃工　651

建

km
草刈工　139,

設

119㎡ 草刈工　12

部

2,254㎡ 草刈工　

一

124,838㎡ 草刈

般

工　122,600㎡

会

冠水表示板保守点検　

計

6か所 冠水表示板保守

道

点検　6か所 冠水表示

路

板保守点検　6か所 冠

管

水表示板保守点検　6

理

か所
土嚢回収 土嚢回収

事

土嚢回収 土嚢回収

　路

業

面清掃、道路の草刈を

担

行い安全確保に努めた

当

。

成果

　

課題

指標名称

課

（単位）
実績値 目標値

土

２４年度 ２５年度 ２６

木

年度 ２７年度 ２９年度

管

 
指標

 
指標

 
他市と

理

の
比較検証

課

款 項 目 担当係 施

Ｃ
　
事
　

設

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

管

千円
２４年度 ２５年度

理

２６年度 ２７年度 ２６

係

年度

（決算） （決算）

8

（決算） （予算） 事業

2

費内訳

事業費　① 37

2

4,012 101,7

道

95 117,287 1

路

32,266 合計 11

維

7,287,130 



職員人件費　② 20,514 17,884 21,822 23,206

総事業費（①＋②） 909,002 632,233 776,517 611,784

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 道路占用料　

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

７

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 都市環境

基本施策 道

（

路・交通
施策体系

施策

平

の内容 道路の整備

目
　

成

　
　
的

　道路を良好な

２

状態に保ち、通行の安

６

全確保

主
た
る
内
容

○道

年

路側溝工事の実施
を図

度

る。 ○道路補修工事の

評

実施
○道路舗装工事の

価

実施

位
置
づ
け

関連計画

）

 

根拠法令 道路法 

対

刈

象者 市民 事業期間 ～

実

谷

施方法 □直営　■委託

市

　□指定管理　□補助

事

・助成　□その他

務事業評価シート （

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

様

４年度実績 ２５年度実

式

績 ２６年度実績 ２７年

１

度計画

補修箇所200

）

箇所 補修箇所226箇

会

所 補修箇所178箇所

計

補修箇所200箇所

　

名

市民からの苦情による

担

舗装のくぼみ、側溝内

当

の水溜り、悪臭及び側

部

溝破損による通水不良

建

等の不良箇所の補修を

設

実施し

成果
た。

　補修

部

要望が増加し、迅速な

一

補修対応が困難になっ

般

てきている。

課題

指標

会

名称（単位）
実績値 目

計

標値

２４年度 ２５年度

道

２６年度 ２７年度 ２９

路

年度

 
指標

 
指標

 
他

補

市との
比較検証

修事業
担当課 土木

Ｃ
　

管

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

理

位：千円
２４年度 ２５

課

年度 ２６年度 ２７年度

款

２６年度

（決算） （決

項

算） （決算） （予算）

目

事業費内訳

事業費　①

担

888,488 614

当

,349 754,69

係

5 588,578 合計

道

754,695,19

路

5 円
工事請負費 74

維

4,766,920 

持

円

財
　
源

特定財源 14

係

7,054 75,44

8

6 76,240 75,

2

250 原材料費 9,9

2

28,275 円

一般財源 741,434 538,903 678,455 513,328



６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,353 1,620 1,553 1,919 合計 1,553,448 円
需用費 1,232,714 円

財
　
源

特定財源 0 54 740 60 役務費 270,634 円
公課費 50,100 円

一般財源 1,353 1,566 813 1,859

職員人件費　② 707 701 704 749

総事業費（①＋②） 2,060 2,321 2,257 2,668

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 その他の雑入

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

７

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

都市環境

基本施策 道路

（

・交通
施策体系

施策の

平

内容 道路の整備

目
　
　

成

　
的

　円滑な業務を行

２

うため道路維持管理業

６

務に

主
た
る
内
容

○業務

年

車の車検及び修繕等管

度

理の実施
用いる業務車

評

を最適な状態に保つ。

価

　普通貨物自動車　3

）

台
　大型特殊自動車　

刈

1台
　普通自動車　　

谷

　2台

位
置
づ
け

関連計

市

画  

根拠法令  

対象者

事

市職員 事業期間 ～

実施

務

方法 ■直営　■委託　

事

□指定管理　□補助・

業

助成　□その他

評価シート （様式

Ｂ

１

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

）

年度実績 ２５年度実績

会

２６年度実績 ２７年度

計

計画

・業務車の車検及

名

び修繕等管 ・業務車の

担

車検及び修繕等管 ・業

当

務車の車検及び修繕等

部

管 ・業務車の車検及び

建

修繕等管
理 理 理 理
　普

設

通貨物自動車　3台 　

部

普通貨物自動車　3台

一

　普通貨物自動車　3

般

台 　普通貨物自動車　

会

3台
　大型特殊自動車

計

　2台 　大型特殊自動

業

車　1台 　大型特殊自

務

動車　1台 　大型特殊

車

自動車　1台
　普通自

管

動車　　　2台 　普通

理

自動車　　　2台 　普

事

通自動車　　　2台 　

業

普通自動車　　　2台

担

　業務車の点検、修繕

当

を行い、適正な車両管

課

理を実施した。

成果

　

土

年式の古い業務車につ

木

いては、修繕費が高く

管

なることもあるため、

理

順次車両の入替えなど

課

も検討していく必要が

款

ある。

課題

指標名称（

項

単位）
実績値 目標値

２

目

４年度 ２５年度 ２６年

担

度 ２７年度 ２９年度

 

当

指標
 

指標
 

他市との

係

比較検証

総務係

8 2 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２



降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

７

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 都市環境

基本施

（

策 道路・交通
施策体系

平

施策の内容 道路の整備

成

目
　
　
　
的

　冬期に降

２

雪等による市道の凍結

６

を防ぎ、道

主
た
る
内
容

年

○道路雪氷凍結対策委

度

託の実施
路交通の安全

評

を図る。

位
置
づ
け

関連

価

計画  

根拠法令  

対象

）

者 市民 事業期間 ～

実施

刈

方法 □直営　■委託　

谷

□指定管理　□補助・

市

助成　□その他

事務事業評価シー

Ｂ

ト

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

（

年度実績 ２５年度実績

様

２６年度実績 ２７年度

式

計画

凍結防止剤散布　

１

5回 凍結防止剤散布　

）

6回 凍結防止剤散布　

会

6回 降雪時等、路面凍

計

結のおそれ
がある場合

名

に散布予定

　関係機関

担

と連携し適宜適切に凍

当

結防止剤を散布し事故

部

の発生防止に努めた。

建

成果

 

課題

指標名称（

設

単位）
実績値 目標値

２

部

４年度 ２５年度 ２６年

一

度 ２７年度 ２９年度

 

般

指標
 

指標
 

他市との

会

比較検証

計
雪氷凍結対策事

Ｃ
　
事
　
業

業

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

担

円
２４年度 ２５年度 ２

当

６年度 ２７年度 ２６年

課

度

（決算） （決算） （

土

決算） （予算） 事業費

木

内訳

事業費　① 1,2

管

00 2,015 920

理

1,954 合計 920

課

,421 円
需用費 1

款

65,240 円

財
　

項

源

特定財源 0 0 0 0 委

目

託料 755,181 

担

円

一般財源 1,200

当

2,015 920 1,

係

954

職員人件費　②

施

1,768 1,753

設

704 749

総事業費

管

（①＋②） 2,968

理

3,768 1,624

係

2,703

建
設
事
業

全

8

体事業費（単位：千円

2

） 0 ２６年度特定財源

2

名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 48,851 29,307 0 合計 29,306,880 円
委託料 29,306,880 円

財
　
源

特定財源 0 22,000 7,150 0

一般財源 0 26,851 22,157 0

職員人件費　② 0 1,753 1,760 0

総事業費（①＋②） 0 50,604 31,067 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 社会資本整備総合交付金（国
）

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

７

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 都市環境

基本施策

（

道路・交通
施策体系

施

平

策の内容 道路の整備

目

成

　
　
　
的

　老朽化する

２

道路構造物の増大に備

６

え、安全

主
た
る
内
容

○

年

道路舗装の点検
性の確

度

保を目的とした総点検

評

を行い、道路構 ○擁壁

価

等の点検
造物の現状を

）

把握する。 ○道路付属

刈

物（道路標識、道路照

谷

明施設等の
　点検）

位

市

置
づ
け

関連計画

根拠法

事

令

対象者 市民 事業期間

務

平成２５年度 ～ 平成２

事

６年度

実施方法 □直営

業

　■委託　□指定管理

評

　□補助・助成　□そ

価

の他

シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　

会

実
　
績

２４年度実績 ２

計

５年度実績 ２６年度実

名

績 ２７年度計画

　 ・路

担

面性状基礎調査　29

当

km ・路面性状基礎調

部

査　3km 　
　 ・土工

建

構造物点検 ・路面性状

設

簡易調査　90km 　

部

　 　　擁壁　102箇

一

所 ・土工構造物点検 　

般

　 　　カルバート　9

会

箇所 　　擁壁　28箇

計

所 　
　　　―――――

道

―― ・道路付属物点検

路

　　カルバート　11

総

箇所 　　　―――――

点

――
　　道路標識　5

検

5基 ・道路付属物点検

事

　　道路照明　286

業

基 　　道路標識　3基

担

　　道路照明　25基

当

・道路情報提供装置　

課

12基
・ボックスカル

土

バート橋82橋
第三者

木

被害の影響が大きいと

管

想定される幹線道路上

理

の施設の点検を行い、

課

状況を把握し、利用者

款

の安全性を確認できた

項

。

成果

課題

指標名称（

目

単位）
実績値 目標値

２

担

４年度 ２５年度 ２６年

当

度 ２７年度 ２９年度

活

係

動 幹線道路上施設の点

道

検済割合（％） ― 85

路

.0 100.0 ― ―
指

維

標

指標

他市との
比較検

持

証

係

8 2 2



積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

７

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 都市環境

基本施

（

策 道路・交通
施策体系

平

施策の内容 道路の整備

成

目
　
　
　
的

　地区要望

２

に応え、見通しの悪い

６

交差点にお

主
た
る
内
容

年

○隅切り等の用地取得

度

の実施
ける隅切用地等

評

を取得し、通行の安全

価

を確保
する。

位
置
づ
け

）

関連計画

根拠法令

対象

刈

者 市民 事業期間 ～

実施

谷

方法 ■直営　■委託　

市

□指定管理　□補助・

事

助成　□その他

務事業評価シート

Ｂ

（

　
事
　
業
　
実
　
績

２４

様

年度実績 ２５年度実績

式

２６年度実績 ２７年度

１

計画

公用地取得面積　

）

18.76㎡ 公用地取

会

得面積　6.24㎡ 公

計

用地取得面積　2.2

名

3㎡ 地区要望にて随時

担

地区要望に応え、見通

当

しの悪い交差点におけ

部

る隅切用地等を取得し

建

、通行の安全を確保す

設

ることができた。

成果

部

課題

指標名称（単位）

一

実績値 目標値

２４年度

般

２５年度 ２６年度 ２７

会

年度 ２９年度

指標

指標

計

他市との
比較検証

公共用地取得事業

Ｃ

担

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

当

単位：千円
２４年度 ２

課

５年度 ２６年度 ２７年

土

度 ２６年度

（決算） （

木

決算） （決算） （予算

管

） 事業費内訳

事業費　

理

① 1,945 1,51

課

9 225 3,108 合

款

計 224,892 円

項

需用費 1,000 円

目

財
　
源

特定財源 0 0 0

担

0 公有財産購入費 22

当

3,892 円

一般財

係

源 1,945 1,51

施

9 225 3,108

職

設

員人件費　② 354 3

管

51 352 749

総事

理

業費（①＋②） 2,2

係

99 1,870 577

8

3,857

建
設
事
業

全

2

体事業費（単位：千円

3

） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累



定財源 0 0 0 0 公有財産購入費 30,736,795 円
負担金、補助及び

一般財源 26,522 51,504 41,924 76,300 交付金 10,573,000 円

職員人件費　② 3,537 4,208 2,112 3,743

総事業費（①＋②） 30,059 55,712 44,036 80,043

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 都市環境

基本

（

施策 道路・交通
施策体

平

系
施策の内容 道路の整

成

備

目
　
　
　
的

　狭あい

２

の解消を促進し、生活

６

道路を整備す

主
た
る
内

年

容

○建築基準法第42

度

条第2項の規定により

評

後退す
ることで良好な

価

市街地形成を促すとと

）

もに、 る用地測量の実

刈

施
生活環境の向上を図

谷

る。 ○幅員4ｍとする

市

ための用地購入の実施

事

○後退用地の測量及び

務

構造物撤去費補助の実

事

施

位
置
づ
け

関連計画  

業

根拠法令  

対象者 市民

評

事業期間 平成２０年度

価

～

実施方法 □直営　■

シ

委託　□指定管理　□

ー

補助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

担

績

２４年度実績 ２５年

当

度実績 ２６年度実績 ２

部

７年度計画

・用地購入

建

 16件　 ・用地購入

設

 28件　 ・用地購入

部

 28件　 ・申請状況

一

に応じて対応
・寄附　

般

　　8件　 ・寄附　　

会

  9件　 ・寄附　　

計

  6件　
・補助金 

狭

  24件 ・補助金 

あ

  35件 ・補助金 

い

  32件

　道路後退

道

用地の測量等補助及び

路

用地購入により、道路

整

幅4ｍを確保できた。

備

成果

課題

指標名称（単

事

位）
実績値 目標値

２４

業

年度 ２５年度 ２６年度

担

２７年度 ２９年度

 
指

当

標
 

指標
 

他市との
比

課

較検証

土木管理課

款 項 目

Ｃ
　
事
　
業
　

担

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

当

２４年度 ２５年度 ２６

係

年度 ２７年度 ２６年度

施

（決算） （決算） （決

設

算） （予算） 事業費内

管

訳

事業費　① 26,5

理

22 51,504 41

係

,924 76,300

8

合計 41,923,7

2

42 円
委託料 613

3

,947 円

財
　
源

特



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 34,677 28,676 36,818 30,000 合計 36,818,280 円
工事請負費 36,818,280 円

財
　
源

特定財源 0 1,162 0 0

一般財源 34,677 27,514 36,818 30,000

職員人件費　② 3,537 3,156 3,520 4,492

総事業費（①＋②） 38,214 31,832 40,338 34,492

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

７

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 都市環境

基本施

（

策 道路・交通
施策体系

平

施策の内容 道路の整備

成

目
　
　
　
的

　自動車の

２

通行及び自転車、歩行

６

者への交通

主
た
る
内
容

年

○交差点等の路面のカ

度

ラー化
安全の推進を図

評

る。 ○道路の区画線等

価

設置
○道路の防護柵の

）

整備

位
置
づ
け

関連計画

刈

 

根拠法令 道路法、交

谷

通安全施設等整備事業

市

に関する法律

対象者 市

事

民 事業期間 ～

実施方法

務

□直営　■委託　□指

事

定管理　□補助・助成

業

　□その他

評価シート （様式

Ｂ
　
事

１

　
業
　
実
　
績

２４年度

）

実績 ２５年度実績 ２６

会

年度実績 ２７年度計画

計

工事延長　6,809

名

ｍ 工事延長　4,43

担

1ｍ 工事延長　11,

当

613ｍ 工事延長　7

部

,000ｍ
　区画線工

建

　　15,617ｍ 　

設

区画線工　　 6,0

部

81ｍ 　区画線工　　

一

23,752ｍ 　区画

般

線工　　15,000

会

ｍ
　カラー舗装工　 

計

833㎡ 　カラー舗装

交

工　 886㎡ 　カラ

通

ー舗装工 1,249

安

㎡ 　カラー舗装工　 

全

800㎡
　防護柵工　

対

　 　426ｍ 　防護

策

柵工　　 　202ｍ

事

　防護柵工　　 　4

業

98ｍ 　防護柵工　　

担

 　400ｍ

　市道の

当

区画線，防護柵等の交

課

通安全施設の新設・補

土

修を行い、道路の危険

木

箇所を解消し、安全性

管

の確保に努めた。

成果

理

　近年、交差点内の交

課

通事故対策として、カ

款

ラー舗装の要望が増加

項

している。

今後も地元

目

地区と連携し、危険箇

担

所の抽出を行う必要が

当

ある。
課題

指標名称（

係

単位）
実績値 目標値

２

道

４年度 ２５年度 ２６年

路

度 ２７年度 ２９年度

活

維

動 交通安全対策を施工

持

した工区数(工区) 4

係

0 67 63 50 50
指

8

標
 

指標
 

他市との
比

2

較検証

3



費 14,450,400 円

財
　
源

特定財源 0 17,710 6,600 0

一般財源 0 15,953 7,850 0

職員人件費　② 0 3,507 1,056 0

総事業費（①＋②） 0 37,170 15,506 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 社会資本整備総合交付金（国
）

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

７

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 教育文化

基本施策

（

学校教育
施策体系

施策

平

の内容 安全・安心で地

成

域に開かれた学校づく

２

り

目
　
　
　
的

  通学

６

路を利用する児童の安

年

全確保を図る。

主
た
る

度

内
容

　交通安全施設等

評

整備事業の推進に関す

価

る法
律施行規則第1条

）

に定める「法指定道路

刈

」のう
ち、各学校が通

谷

学路に指定している道

市

路の片
側の外側線外側

事

部分から道路端までを

務

グリー
ン舗装する。

位

事

置
づ
け

関連計画

根拠法

業

令 交通安全施設等整備

評

事業の推進に関する法

価

律

対象者 市民 事業期間

シ

平成２５年度 ～ 平成２

ー

６年度

実施方法 □直営

ト

　■委託　□指定管理

（

　□補助・助成　□そ

様

の他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　

部

実
　
績

２４年度実績 ２

建

５年度実績 ２６年度実

設

績 ２７年度計画

　 グリ

部

ーン舗装　8.7km

一

グリーン舗装　4.1

般

km 　
　 　
　 　
　 　
　

会

　　――――――― 　

計

　　―――――――

通

通

学路に指定している道

学

路の片側の外側線外側

路

部分から道路端までを

整

グリーン舗装し、通学

備

路における児童の安全

事

性の確

成果
保に努めた

業

。

課題

指標名称（単位

担

）
実績値 目標値

２４年

当

度 ２５年度 ２６年度 ２

課

７年度 ２９年度

活動 グ

土

リーン舗装の施工率（

木

％） ― 64.4 100

管

.0 ―
指標

指標

他市と

理

の
比較検証

課

款 項 目 担当係 道

Ｃ
　
事
　

路

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

維

千円
２４年度 ２５年度

持

２６年度 ２７年度 ２６

係

年度

（決算） （決算）

8

（決算） （予算） 事業

2

費内訳

事業費　① 0 3

3

3,663 14,450 0 合計 14,450,400 円
工事請負



名称（単位）
実績値 目標値

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２９年度

 
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 139,100 73,029 81,313 83,074 合計 81,313,202 円
需用費 20,981,757 円

財
　
源

特定財源 2,402 1,343 1,350 1,372 役務費 654,464 円
委託料 55,020,909 円

一般財源 136,698 71,686 79,963 81,702 使用料及び賃借料 984,072 円
工事請負費 3,672,000 円

職員人件費　② 3,537 3,507 3,520 4,492

総事業費（①＋②） 142,637 76,536 84,833 87,566

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 道路占用料
行政財産目的外使用料

２８年度以降の事業費見込 0 みなくる広場使用料

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 都市環境

基本

（

施策 市街地・住環境
施

平

策体系
施策の内容 市街

成

地の整備・改善

目
　
　

２

　
的

　市内の駅前広場

６

の維持管理を行い、駅

年

前広

主
た
る
内
容

○駅前

度

広場等の清掃、点検及

評

び修繕の実施
場の美観

価

等を維持する。

位
置
づ

）

け

関連計画  

根拠法令

刈

 

対象者 市民 事業期間

谷

～

実施方法 □直営　■

市

委託　□指定管理　□

事

補助・助成　□その他

務事業評価シート （

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

様

績

２４年度実績 ２５年

式

度実績 ２６年度実績 ２

１

７年度計画

・東刈谷駅

）

他前広場便所清掃 ・東

会

刈谷駅他前広場便所清

計

掃 ・東刈谷駅他前広場

名

便所清掃 ・東刈谷駅他

担

前広場便所清掃
・刈谷

当

駅北口・刈谷駅南口駅

部

・刈谷駅北口・刈谷駅

建

南口駅 ・刈谷駅北口・

設

刈谷駅南口駅 ・刈谷駅

部

北口・刈谷駅南口駅
前

一

広場清掃 前広場清掃 前

般

広場清掃 前広場清掃
・

会

富士松駅前広場噴水保

計

守点 ・富士松駅前広場

駅

噴水保守点 ・富士松駅

前

前広場噴水保守点 ・富

広

士松駅前広場噴水保守

場

点
検 検 検 検
・野田新町

等

駅他エレベーター ・野

管

田新町駅他エレベータ

理

ー ・野田新町駅他エレ

事

ベーター ・野田新町駅

業

他エレベーター
保守点

担

検 保守点検 保守点検 保

当

守点検
・刈谷駅エスカ

課

レーター保守 ・刈谷駅

土

エスカレーター保守 ・

木

刈谷駅エスカレーター

管

保守 ・刈谷駅エスカレ

理

ーター保守
点検 点検 点

課

検 点検
・施設等修繕 ・

款

施設等修繕 ・施設等修

項

繕 ・施設等修繕
・施設

目

の老朽化による損傷及

担

び故意による破損に迅

当

速に対応した。

成果
・

係

職員による駅前広場等

施

の夜間パトロールを毎

設

月実施し、修繕箇所の

管

早期発見に努めた。

・

理

経年劣化により修繕を

係

要する箇所が増加する

8

ことが予想され、計画

4

的に修繕を行っていく

3

必要がある。

課題

指標



係

定財源 0 0 0 0 負担金

8

、補助及び
交付金 41

4

,499,419 円

3

一般財源 4,406 67,400 50,917 5,368

職員人件費　② 1,415 1,403 1,056 749

総事業費（①＋②） 5,821 68,803 51,973 6,117

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

７

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 都市

（

環境

基本施策 市街地・

平

住環境
施策体系

施策の

成

内容 市街地の整備・改

２

善

目
　
　
　
的

　地震発

６

生時における橋脚の破

年

損や桁の落橋

主
た
る
内

度

容

○刈谷駅南北連絡通

評

路耐震補強工事の実施

価

防止を図り、市民や駅

）

利用者の安全を確保す

刈

○刈谷駅南北連絡通路

谷

エレベーター戸開走行

市

るとともに、二次災害

事

の防止に努める。 保護

務

装置及び地震時管制運

事

転装置設置工事の
　ま

業

た、エレベーターの安

評

全性向上を図る。 実施

価

位
置
づ
け

関連計画  

根

シ

拠法令  

対象者 市民 事

ー

業期間 平成２２年度 ～

ト

平成２６年度

実施方法

（

□直営　■委託　□指

様

定管理　□補助・助成

式

　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事

建

　
業
　
実
　
績

２４年度

設

実績 ２５年度実績 ２６

部

年度実績 ２７年度計画

一

実施設計委託　 耐震補

般

強工事　 耐震補強工事

会

　 エレベーター改修工

計

事
　1式 　1式 　1式

刈

　1基
エレベーター改

谷

修工事 横断幕取付パイ

駅

プ設置
　2基 　1箇所

南

　南北連絡橋耐震補強

北

及びエレベーターの改

連

修工事を行った。

成果

絡

課題

指標名称（単位）

通

実績値 目標値

２４年度

路

２５年度 ２６年度 ２７

整

年度 ２９年度

 
指標

 

備

指標
 

他市との
比較検

事

証

業
担当課 土木管理

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

課

ス
　
ト

単位：千円
２４

款

年度 ２５年度 ２６年度

項

２７年度 ２６年度

（決

目

算） （決算） （決算）

担

（予算） 事業費内訳

事

当

業費　① 4,406 6

係

7,400 50,91

施

7 5,368 合計 50

設

,917,419 円

管

工事請負費 9,418

理

,000 円

財
　
源

特



9,018 102,500

職員人件費　② 0 0 1,056 1,871

総事業費（①＋②） 0 0 10,074 104,371

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 111,518 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 9,018

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

７

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 都市環境

基本

（

施策 市街地・住環境
施

平

策体系
施策の内容 市街

成

地の整備・改善

目
　
　

２

　
的

  市内各駅の自

６

由通路や広場を整備し

年

、利用

主
た
る
内
容

 野

度

田新町駅自由通路エレ

評

ベーター2基を改修
者

価

の利便性の向上を図る

）

。 する
 刈谷駅南口及

刈

び北口のトイレを改修

谷

する
 みなくる広場ス

市

テージに屋根を設置す

事

る

位
置
づ
け

関連計画

根

務

拠法令

対象者 市民 事業

事

期間 平成２６年度 ～ 平

業

成２７年度

実施方法 □

評

直営　■委託　□指定

価

管理　□補助・助成　

シ

□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　

計

業
　
実
　
績

２４年度実

名

績 ２５年度実績 ２６年

担

度実績 ２７年度計画

　

当

　 野田新町駅自由通路

部

エレベー みなくる広場

建

のステージ屋根
　 　 タ

設

ーの改修　　2基 設置

部

　 　 1式
　 　 刈谷駅南

一

口、北口のトイレ改
　

般

　　――――――― 　

会

　　――――――― 修

計

1式

地震発生時におけ

駅

るエレベーターの安全

前

性の向上が図れた。

成

広

果

課題

指標名称（単位

場

）
実績値 目標値

２４年

等

度 ２５年度 ２６年度 ２

整

７年度 ２９年度

成果 み

備

なくる広場の利用回数

事

（回） 9 11 27 ― 3

業

0
指標

指標

他市との
比

担

較検証

当課 土木管理課

款

Ｃ
　
事
　
業
　

項

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

目

２４年度 ２５年度 ２６

担

年度 ２７年度 ２６年度

当

（決算） （決算） （決

係

算） （予算） 事業費内

施

訳

事業費　① 0 0 9,

設

018 102,500

管

合計 9,017,60

理

0 円
委託料 1,80

係

3,600 円

財
　
源

8

特定財源 0 0 0 0 工事

4

請負費 7,214,0

3

00 円

一般財源 0 0



,840 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 30,227 役務費 41,444 円
委託料 42,047,625 円

一般財源 49,029 42,654 47,460 16,653

職員人件費　② 2,476 2,805 2,816 2,994

総事業費（①＋②） 51,505 45,459 50,276 49,874

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

７

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 都市環境

基本施策

（

道路・交通
施策体系

施

平

策の内容 駐車場・駐輪

成

場の整備

目
　
　
　
的

　

２

相生駐車場の適正な維

６

持管理と効率的な運

主

年

た
る
内
容

○相生駐車場

度

の運営管理の実施
営を

評

行うことにより利用者

価

サービスの向上を
図る

）

。

位
置
づ
け

関連計画  

刈

根拠法令 駐車場法

対象

谷

者 相生駐車場利用者 事

市

業期間 平成７年度 ～

実

事

施方法 □直営　□委託

務

　■指定管理　□補助

事

・助成　□その他

業評価シート （様式

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

１

４年度実績 ２５年度実

）

績 ２６年度実績 ２７年

会

度計画

相生駐車場運営

計

管理（指定管 相生駐車

名

場運営管理（指定管 相

担

生駐車場運営管理（指

当

定管 相生駐車場運営管

部

理（指定管
理） 理） 理

建

） 理）

　1日あたりの

設

平均駐車場利用台数も

部

500台を超える利用

一

があった。

成果

　相生

般

駐車場は経年劣化によ

会

り修繕を要する箇所が

計

増加することが予想さ

相

れ、刈谷市公共施設維

生

持保全計画の対象とし

駐

て

計画的に修繕を行っ

車

ていく必要がある。
課

場

題

指標名称（単位）
実

管

績値 目標値

２４年度 ２

理

５年度 ２６年度 ２７年

事

度 ２９年度

活動  1日

業

あたり平均利用台数（

担

台） 493 520 50

当

7 500 500
指標

 

課

指標
 

他市との
比較検

土

証

木管理課

款 項 目 担

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

当

ス
　
ト

単位：千円
２４

係

年度 ２５年度 ２６年度

総

２７年度 ２６年度

（決

務

算） （決算） （決算）

係

（予算） 事業費内訳

事

8

業費　① 49,029

4

42,654 47,4

7

60 46,880 合計 47,459,909 円
需用費 5,370



理

度 ２７年度 ２９年度

 

係

指標
 

指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 64,302 72,279 73,451 96,570 合計 73,450,549 円
賃金 2,307,060 円

財
　
源

特定財源 64,302 72,279 73,451 96,570 需用費 6,565,193 円
役務費 477,583 円

一般財源 0 0 0 0 委託料 59,336,509 円
使用料及び賃借料

職員人件費　② 3,537 3,857 3,520 2,994 4,019,004 円
工事請負費 745,200 円

総事業費（①＋②） 67,839 76,136 76,971 99,564

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料
駐車場使用料

２８年度以降の事業費見込 0 その他の雑入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

７

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 都市環境

（

基本施策 道路・交通
施

平

策体系
施策の内容 駐車

成

場・駐輪場の整備

目
　

２

　
　
的

　公共駐車場及

６

び駐輪場の適正な維持

年

管理と

主
た
る
内
容

○神

度

田駐車場はじめ12箇

評

所の駐車場の管理運
効

価

率的な運営を行うこと

）

により利用者サービ 営

刈

の実施
スの向上を図る

谷

。 ○神田駐車場はじめ

市

12箇所の駐車場の指

事

定管
理による維持管理

務

及び駐車場料金収納の

事

実施
○刈谷駅北口立体

業

駐輪場はじめ24箇所

評

の駐輪
場設備の保守点

価

検等の実施

位
置
づ
け

関

シ

連計画  

根拠法令 駐車

ー

場法

対象者 市営駐輪場

ト

及び駐車場利用者 事業

（

期間 昭和４５年度 ～

実

様

施方法 ■直営　■委託

式

　■指定管理　□補助

１

・助成　□その他

）

会計名 担当部 建設

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

部

４年度実績 ２５年度実

一

績 ２６年度実績 ２７年

般

度計画

駐車場運営管理

会

（指定管理） 駐車場運

計

営管理（指定管理） 駐

駐

車場運営管理（指定管

車

理） 駐車場運営管理（

場

指定管理）
　　6箇所

等

　　6箇所 　　6箇所

管

　　12箇所
駐車場運

理

営管理（直営） 駐車場

事

運営管理（直営） 駐車

業

場運営管理（直営） 駐

担

輪場管理（直営・委託

当

）　
　  6箇所 　 

課

 6箇所 　  6箇所

土

　 24箇所
駐輪場管

木

理（直営・委託）　 駐

管

輪場管理（直営・委託

理

）　 駐輪場管理（直営

課

・委託）　
　 22箇

款

所 　 22箇所 　 2

項

4箇所

　泉田駐車場は

目

じめ6箇所を平成27

担

年度より指定管理に変

当

更。

成果

　神田駐車場

係

及び立体駐車場は経年

総

劣化により修繕を要す

務

る箇所が増加すること

係

が予想され、刈谷市公

8

共施設維持保全計

画の

4

対象として計画的に修

7

繕を行っていく必要が

施

ある。
課題

指標名称（

設

単位）
実績値 目標値

２

管

４年度 ２５年度 ２６年



　② 1,061 1,052 1,056 0

総事業費（①＋②） 3,340 17,166 29,086 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２６年度特定財源名称

２６年度までの累積事業費 0

２８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

７

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 都市環境

基本施策

（

道路・交通
施策体系

施

平

策の内容 駐車場・駐輪

成

場の整備

目
　
　
　
的

　

２

相生駐車場の老朽化し

６

た部分の施設補修及

主

年

た
る
内
容

○相生駐車場

度

施設及び設備の補修
び

評

改良を行い、安全性及

価

び利便性を高める。

位

）

置
づ
け

関連計画

根拠法

刈

令

対象者 駐車場利用者

谷

事業期間 ～

実施方法 ■

市

直営　■委託　□指定

事

管理　□補助・助成　

務

□その他

事業評価シート （

Ｂ
　
事
　

様

業
　
実
　
績

２４年度実

式

績 ２５年度実績 ２６年

１

度実績 ２７年度計画

耐

）

火被覆補修 相生駐車場

会

外壁塗装改修 相生駐車

計

場外壁塗装改修 　
案内

名

表示板のＬＥＤ化 　 　

担

　 　
　 　

　　　―――

当

――――

施設及び設備

部

の補修を行い、利用者

建

の安全と快適性を確保

設

することができた。

成

部

果

経年劣化により補修

一

を要する箇所が増加す

般

ることが予想され、刈

会

谷市施設修繕計画の対

計

象として計画的に補修

相

を行ってい

く必要があ

生

る。
課題

指標名称（単

駐

位）
実績値 目標値

２４

車

年度 ２５年度 ２６年度

場

２７年度 ２９年度

指標

補

指標

他市との
比較検証

修事業
担当課 土木管

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

理

　
ト

単位：千円
２４年

課

度 ２５年度 ２６年度 ２

款

７年度 ２６年度

（決算

項

） （決算） （決算） （

目

予算） 事業費内訳

事業

担

費　① 2,279 16

当

,114 28,030

係

0 合計 28,030,

総

113 円
工事請負費

務

27,704,160

係

 円

財
　
源

特定財源 0

8

0 0 0 負担金、補助及

4

び
交付金 325,95

7

3 円

一般財源 2,279 16,114 28,030 0

職員人件費
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